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抗セプチカム菌α毒素抗体、ウサギポリクローナル 

64-042   100 μg 

発送および保管: 4℃で発送し、-20℃で保管する 

反応性: C. septicum α毒素 

免疫原: フォルムアルデヒドで不活化した C. septicum α毒素 

用途: 

1) ウエスタンブロット(1/1000-1/5000)（図１） 

2) ELISA (アッセイ依存的)  

 

形状: IgG (プロテイン Aでアフィニティー精製) 1mg/ml in PBS, 50%グリセロール。濾

過滅菌 

背景:Clostridium septicumは感染とともにα毒素を産生して非外傷性ガス壊疽を引き起こ

す。α毒素は 443アミノ酸から成る前駆体（プレプロα毒素、分子量 49.8kDal）として発

現し、分泌される際にN端末のシグナル配列 31 残基が除かれた 412残基のプロα毒素（分

子量 46.5kDal）となる。このプロα毒素はさらにカルボキシル末端側のArg‐367とSer-368

の間でトリプシン切断されて活性型（分子量 41.3kDal）に変換される。この活性型ペプチ

ドは 6-7量体となって細胞膜にイオン透過性チャンネル形成し、細胞溶解に導くと考えら

れている。 

データリンク UniProtKB - Q53482 (Q53482_CLOSE) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.α-毒素のウエスタンブロット 

α-毒素 10 ngを 12% SDS-PAGEで泳動し、PVDF膜に wet systemを

使って 15V で一晩ブロットした。PVDF 膜は 5%スキムミルクでブロッキ

ング後、一次抗体として1/5000希釈の本抗体で処理し、さらに二次抗

体として 1/10,000 希釈のヤギ抗ウサギ IgG H & L (HRP) (Abcam 

97051)で処理した。洗浄後、反応したα-毒素バンドを Immunostar 

Zeta (和光 291-72401)で検出した。 
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